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１． 研究計画の概要 
本共同研究は、シーボルトに関する文書資料
群としては最大の規模を持つブランデンシ
ュタイン家の文書・記録・地図・絵画の調査
により抽出された日本研究および日本外交
に関する資料とミュンヘン国立民族学博物
館、ライデン国立民族学博物館、ライデン大
学図書館などに所蔵されているシーボルト
の収集品や外交文書を結びつけ、シーボルト
の日本研究の概要と日本博物館構想、さらに
は外交活動の実態を復元的に研究すること
を目的としている。 
具体的な調査・研究のテーマは以下のとおり
である。 
(1) 日本の産業調査の解明  
(2) シーボルトによる日本地図作成過程の解
明  

(3) シーボルトの日本博物館の復元的研究 
(4) シーボルトの幕末外交への関与の実態解
明 

 
２．研究の進捗状況 
(1)に関してはブランデンシュタイン家文書
中に残された「日本の穀物」と題した未刊草
稿を解読し、この記述内容の情報源となる日
本人の草稿を他の文書群から探す一方、記述
と関連する穀物関係資料をライデン国立民
族学博物館所蔵のシーボルト・コレクション
と対象比較した。 
また、ミュンヘン国立民族学博物館所蔵、な
らびにブランデンシュタイン家所蔵の漆器
コレクションの悉皆調査ならびに撮影を行
っている。 
 
(2)に関しては、ブランデンシュタイン家に所

蔵されている地図類、特に日本地図作成に使
用されたと考えられる手書きの地図類の分
類と撮影、更にはテータベース化を進めてい
る。また、ライデン大学図書館およびミュン
ヘン国立民族学博物館に所蔵されている日
本地図の調査と撮影も行っている。 
 
(3)に関してはシーボルトがバイエルン王国
政府に提出した「日本博物館」構想の建白書
を解読し、いかなる構想のもとにヨーロッパ
で日本を紹介しようとしたのかを解明しつ
つある。また、ミュンヘン国立民族学博物館
に所蔵されている第二回渡来時に収集した
日本コレクションの展示構成を知ることが
できる目録を発見し、翻刻翻訳を行った。こ
の調査結果をもとに、実際に収蔵品を並べ、
シーボルトの日本展示がどのようなもので
あったかを明らかにするための試験的な復
元展示を試みる準備を進めている。 
 
(4)に関してはブランデンシュタイン家文書
中に残されているシーボルトが第二次日本
滞在中に幕府要人と交わした書簡を中心に
調査、撮影を行っている。また、シーボルト
の 2人の息子たちアレクサンダーとハインリ
ッヒの日本における外交、社会、文化活動に
関する史料、特に厖大な数の未解読の書簡が
発見されたため、この資料群の調査、撮影も
行っている。 
 
３． 現在までの達成度 
(1)に関しては②おおむね順調 
原文テキストの翻刻、翻訳が 8割程度完了し、
関連資料の調査、撮影も 7割程度終了してい
る。 
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(2)に関しては②おおむね順調 
ブランデンシュタイン文書中の地図関係資
料およびミュンヘン国立人族学博物館所蔵
の地図の調査、撮影についてはほぼ完了し、
ライデン大学図書館所蔵の地図に関しても
約 6割の資料調査、簡易撮影が完了している。 
 
(3)に関しては②おおむね順調 
建白書の翻訳はほぼ完了し、収蔵品目録の翻
刻も完了した。目録の翻訳ならびに所蔵品と
の照合、さらには日本展示の再現が目下の課
題である。 
 
(4)に関しては③やや遅れている。 
ブランデンシュタイン家文書に含まれる幕
末外交文書の約 2割程度の調査、撮影が終了
し、アレクサダー、ハインリッヒ書簡に関し
ても 2割程度の撮影が終わった段階にある。 

 
 

４．今後の研究の推進方策 
対象資料の分量が膨大であり、人員、調査期
間、予算のいずれも不足気味ではあるが、所
期の目的である復元的研究の基礎となる史
料ならびに情報はある程度獲得できた。した
がってこの成果を踏まえ研究成果が広く活
用できるようにするために報告書にまとめ、
また調査の際に撮影した画像についても所
蔵者の了解を得たうえでデータベース化し
研究に供したいと考えている。 
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